


７ 監査実施経過の概要

２０２１年８月１０日（ 火） 内部監査班長及び内部監査班員の指名

２０２１年８月１０日（ 火） 監査実施計画の提出

２０２１年８月２３日（ 月） ～９月３日（ 金） 書類監査及びヒアリングによる監査

並びに実査

８ 重要な発見事項

特になし

９ 監査の結果に基づく意見又は提言若しくは改善案

（ １） 公的研究費等の外部資金に関する事項

公的研究費の監査に関して、概ね適正に予算執行、備品管理されていたが、二点の

指摘事項があった。

一点目は、高額消耗品への大学指定シールの貼付がなかったこと、二点目は、立替

払で購入した物品の経費依頼書提出が検収から５か月後となっていたことである。

一点目に関しては、高額消耗品へ貼付する大学指定シールを事務局から教員へ配付

していなかったことが判明したため、事務局内で再度配付の基準と流れを確認し、今

後は適切に運用していく こととした。

二点目に関しては、昨年度、立替払で購入した物品の検収・ 経費依頼時期を特段定

めていなかったが、今年度からは、『 青森公立大学公的研究費ハンドブック 2021 年度

版』 において検収・ 経費依頼時期を明記し、教員へも周知している。支払い漏れなど

が生じないよう、今後も担当者による確認や教員への声掛けを行うよう指導した。

（ ２） 契約に関する事項

概ね適正に事務を執行していたが、押印漏れや契約書類等の日付の記載誤り、決裁

権者の誤りなど簡易的な誤りを複数確認したため、改めて法人規程や契約等事務チェ

ックリストを参考に、より適正な事務執行のための意識付けと知識の向上を図るべき

と考える。

また、出納の支払確認印について、本来は検収調書に押印すべきところ、支出契約

決議書に押印していたものが散見された。担当者に対して改めて押印すべき書類を確

認するよう指導した。

今回の内部監査では重要な発見事項はなかったが、今後も法令遵守に意を用いて、

業務を適正に執行するよう、引き続き、定期的な監査や研修などの取組を継続してい

く ことが重要であると考える。


